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Introduction 1: 所得格差について 

世界銀行：貧困削減 

Equality and Development  

   ― 世界開発報告 

  

ジニ係数：社会における所得分配の不平
等さを測る指標。 

平等 0 ＜ 格差少＜格差多＜1 
社会騒乱多発の警戒ラインは、0.4である。 

（日本：0.314、米国：0.357、ノルウェー：0.261） 



「経済発展の初期に 

   所得の不平等が拡大し、 

 経済が成熟するにつれて平等になる」 

逆Ｕ字曲線仮説 （クズネッツ/1955） 

Introduction 2: 所得格差と経済成長 

出典 http://drrajivdesaimd.com/tag/kuznets-curve/ 



・所得格差の社会的要因(Mann/1986) 
 1:Ideological Power 
 2:Economic Power 
 3:Military Power 
 4:Political Power 
  
・格差拡大の背景：（風神/2007） 
 産業構造変化(人口シフト) 
 民主主義 
 貿易 
 地域別要因 

 

Introduction 3: 所得格差の要因 



Introduction 4: ラテンアメリカに注目する理由 

◆ 高成長率 
◆ 資源需要高騰 
◆ 日系企業進出 

◆ 低所得高格差 
（東南アジア比） 

ラテンアメリカに特異性…？ 
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過去50年間で最も格差が拡大した地域。 
（Michael Mann , Dylan Riley/ 2007） 

Introduction 4: ラテンアメリカに注目する理由 

ラテンアメリカ → 国家間の格差も拡大 



・1820年代 植民地から独立国家に 
・土地所有制度：①アシエンダ型…地主と零細農民 
        家父長支配のコミュニティ形成 
        ②プランテーション型…欧米から投資 
        資本主義的共同体 
・先住民：下層階級 ▶ 階級制残る 
 （北米、オセアニア等では少数派） 
・債務奴隷制・奴隷制 
  →所得、富の分配、教育機会に格差 
・一次産品依存 
  →輸入代替工業化失敗→富分配悪化 
・債務不履行、不安定な財政 
  →慢性的なインフレ 
 

Introduction 5: ラテンアメリカ歴史的背景 



Introduction 6: 対象国 

アルゼンチン、ベリーズ、
ボリビア、ブラジル、チ
リ、コロンビア、コスタ
リカ、ドミニカ共和国、
エクアドル、エルサルバ
ドル、グアテマラ、ホン
ジュラス、ジャマイカ、
メキシコ、ニカラグア、
パナマ、パラグアイ、ペ
ルー、ベネズエラ、ウル
グアイ ラテンアメリカ（メキシコ以南の北

米大陸、カリブ海地域全域、南アメ
リカ大陸全域の3地域とその周辺の
島々）から20か国 



Introduction 7: 先行研究 

ラテンアメリカの格差要因の特異性は、 

 ①大土地所有者の存在：富集中の社会構造 

 ②植民地時代からの階級システム 

 ③人材登用における縁故知人優位 

 ④アンデス高地の先住民 

 ⑤高山地帯農民：産出物少ない・低所得 

          （福井 2008） 



Introduction 8: 本論文の付加価値 

 ラテンアメリカに関係が深いと思われる独自
の変数（移民、大土地所有者、先住民）を加
えて回帰分析を行う 

 ラテンアメリカ地域特有の所得格差要因を特定す
る。 

 同時に東南アジアに比べ、 

 格差が拡大した原因を解明。 

 

→今後のラテンアメリカ諸国の 

   所得格差是正に向けた提言とする。 



Model and Method 1 

OECD/2011の所得格差の決定要因を参考にする。 

Yit  
= GLOBit + TECHit + HCit + Pit + Xit +i +t + it 

i:国 
t:時間 

Y：所得格差 
GLOB：グローバリゼーション(総輸出入量/海外資本/対外債務) 
TECH：技術革新（特許数） 
HC：人的資本(高等教育進学比率) 
P：政策 
(労働市場政策:最低賃金/生産市場規制/金融市場規制:financial reform index/税率) 

X:コントロール変数（就業セクター比率/女性就業率） 



Model and Method 2 

前項の式に独自の変数 
 ・ETHNIC GROUP:先住民比率 
・LATIFUNDIO:大土地所有制度 
 （耕作地に占める大土地所有者割合） 
・MIG: 移民 を追加する。 



Model and Method 3 
今回の分析では、以下の式に基づいて行った。 
分析1：所得格差の決定要因 

Yit  

=α+β1TRADEit +β2FDIit +β3MIGit +β4TECHit 

+β5HCit +β6TAXit+β7INDit+β8LANDit + Xit  

Y：所得格差（GINI係数） 
TRADE：GDPに占める輸出入量 
FDI:GDPに占めるFDI 
MIG:移民率 
TECH：技術革新（特許数（人口比）） 
HC：人的資本(初等教育修了率) 
TAX：政策（税収） 
IND:先住民比率 
LAND:大土地所有制度（ダミー変数） 



Model and Method 4 

Yit  

=α+β1TRADEit +β2FDIit +β3MIGit +β4TECHit 

+β5HCit +β6TAXit+β7INDit+β8LANDit + Xit  

今回の分析では、以下の式に基づいて行った。 
分析2：経済成長の決定要因 

Y：経済成長（GDP per capita） 
TRADE：GDPに占める輸出入量 
FDI:GDPに占めるFDI 
MIG:移民率 
TECH：技術革新（特許数（人口比）） 
HC：人的資本(初等教育修了率) 
TAX：政策（税収） 
IND:先住民比率 
LAND:大土地所有制度（ダミー変数） 



Data Resources 
World Development Indicators 
Gini index 
GDP per capita, PPP (constant 2005 international $) 

Trade (% of GDP) 

Foreign direct investment, net (BoP, current US$) 

Net migration(% of total population) 

Persistence to last grade of primary, total (% of cohort) 

Tax payments 
 
WIPO IP Statistics Data Center 
The number of patents application per capita 
 
一般社団法人共同通信社WORLD YEAR BOOK 2014 
Ratio of the indigenous people 



Results1  

全対象国20か国 
1990年～2010年 

分析1：所得格差の決定要因 



Results2  

対象国19か国 
1990年～2010年 

分析2:経済成長の決定要因 



Results3  
 
1990年～2010年 
対象国：Argentine, Chile, Costa Rica, 
Dominican Republic, Ecuador, El 
Salvador, Mexico, Nicaragua, Panama, 
Peru, Uruguay, and Venezuela. 

分析1：所得格差の決定要因 



Results4  分析1：所得格差の決定要因 
1990年～2010年 
対象国：Bolivia, Brazil, Colombia, 
Guatemala, Honduras, and Paraguay. 



Concluding Remarks 

 人的資本・技術革新は格差解消・経済
成長に効果的 

 先住民・大土地所有制度は格差解消・
経済成長に悪影響 

 ラテンアメリカにおいてグローバリ
ゼーションは経済成長に負の影響、所
得格差に正の影響 



Concluding Remarks 

 人的資本の構築・技術革新の促進・高
山地帯の先住民の貧困削減・農地改革
がラテンアメリカに求められる。 

 これらは経済成長と所得格差のトレー
ドオフにはならない。 
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